
  

国際人権規約連続学習会 
講演録 2015-2021 販売中   

 

世界人権宣言大阪連絡会議が毎月 1 回開催している国際人権規約連続学習会の講演録を  

毎年 1冊の本にしています。 

ご注文は、下記注文書に必要事項をご記入の上、メールまたはファックスで 

世界人権宣言大阪連絡会議（TEL＆FAX 06-6581-8705 E-mail udhr@blhrri.org）ま

でお送りください。 

＊新書サイズ 2021年版 169 頁 頒価 1,000円 

                       ※振込料・郵送料はご負担ください 

【２０２１年版】 （掲載順・敬称略） 

 「コロナ禍での障害女性の声」佐々木 貞子（DPI女性障害者ネットワーク） 

 「英国におけるコロナ差別解消の取り組み」林 茉里子（東南・東アジアセンター） 

 「東日本大震災から 10 年～あの日からこれまで、そしてこれから」菊池 由貴子（(一社)大槌新聞社） 

 「ネット誹謗中傷／SNS 差別の現状と今後の課題」川口 泰司（(一社)山口県人権啓発センター事務局長） 

 「沖縄とラオスの村で取り組む SDGｓ」石原 修（コープおきなわ／内閣府認定地域活性化伝道師） 

 「解放令 150 年─旧被差別身分の人々は何を獲得し、何を奪われたのか─」吉田 勉（東日本部落解放研究所） 

 「ミャンマーの情勢と民主化を求める人びとの声」 

Swe Sett Aye（日本ミャンマーMIRAI創造会代表）、宗田 勝也（ラジオ番組「難民ナウ！」代表） 

 「外国人の使い捨ては許さない～人権なき移民国家に NO」指宿 昭一（弁護士） 

 ｵﾝﾗｲﾝﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ「長崎・原爆と部落とキリシタン」阿南 重幸（長崎人権研究所／長崎大学非常勤講師） 

 「誰でも、どんなことも『学ぼう』～２畳大学の取り組み」梅山 晃佑（２畳大学学長、A’ワーク創造館） 

 「『私の水平社宣言』を綴ろう」森 実（世界人権宣言大阪連絡会議代表幹事） 

 リレートーク「私の水平社宣言」内田 瞳（自立生活夢宙ｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ）、加藤 拳人（部落解放同盟堺支部執行委員） 

小阪 くみこ（SAF・性的マイノリティと支援者アライをフラットにつなぐ会）、孫 弘樹（NPO法人トッカビ理事） 

多原 良子（(一社)メノコモｼモｼ代表）、林 力（ハンセン病家族訴訟原告団長） 

2015～2018 年版 頒価 500 円（税込） 2019・2020 年版 頒価 1,000 円 

※執筆講師一覧を裏面に掲載しています。

――――――――――【国際人権規約連続学習会講演録 注文書】 ――――――――――― 

お名前                          

団体の場合はご担当者：      

お届け先 〒 

 

電話番号   

ご注文冊数  ２０  年版   冊、 ２０  年版   冊、 ２０   年版   冊 

備考欄 

 



  

国際人権規約連続学習会講演録 掲載講師一覧《掲載順・敬称略》 

【２０２０版】 

佐藤 仁孝さん（スキマサポートセンター理事長）、杦本 育生（環境市民代表）、青木 有加（弁護士）、坂下 史子（立命

館大学文学部教授）、黒田 征太郎（イラストレーター）、森 実（世界人権宣言大阪連絡会議代表幹事）、北口 末広（近

畿大学人権問題研究所教授）、三輪 敦子（関西NGO協議会代表理事／ヒューライツ大阪所長） 

【２０１９版】 

内藤 忍（労働政策研究・研修機構副主任研究員）、早崎 直美（RINK(すべての外国人労働者とその家族の人権を守

る関西ネットワーク)事務局長）、加藤 めぐみ（大阪府済生会ハンセン病回復者支援センターコーディネーター）、宮良 

正吉（ハンセン病関西退所者原告団いちょうの会メンバー）、岡島 克樹（大阪大谷大学人間社会学部教授）、安里 長従

（「辺野古」県民投票の会副代表）、伊藤 悠子（看護師／メディエーター 大阪府済生会泉尾病院、田井中 雅人（朝日

新聞・核と人類取材センター）、吾郷 眞一（立命館大学衣笠総合研究機構教授）、松波 めぐみ（大阪市立大学ほか非常

勤講師）、酒井 建志（障害者自立生活センタースクラム事務局）、吉村 憲昭（部落解放同盟大阪府連合会執行委員）、

鎮目 博道（映像プロデューサー・演出・ライター）、藤沢 美由紀（毎日新聞記者） 

【２０１８版】 

山本 恭一（大阪府商工労働部雇用推進室就業促進課）、三木 幸美（とよなか国際交流協会職員）、花田 昌宣（熊本学

園大学水俣学研究センター長）、金子 匡良（法政大学法学部教授）、吉永 省三（千里金蘭大学教授／子ども情報研究

センター理事）、佐藤 聡（DPI日本会議事務局長）、林 美子（ジャーナリスト／メディアで働く女性ネットワーク代表世話

人）、砂川 秀樹（文化人類学者／明治学院大学国際平和研究所研究員）、丸尾 亮好（大阪知的障害者雇用促進建物

サービス事業協同組合理事兼事務局長）、李 嘉永（大阪歯科大学教員）小森 恵（反差別国際運動（IMADR）事務局

長代行）、林 陽子（国連女性差別撤廃委員会委員／弁護士）、金 友子（立命館大学国際関係学部准教授）、田中 一歩

（にじいろ i-Ru(アイル)）、藤原 久美子（自立生活センター神戸 Beすけっとピアカウンセラー・事務局長）  

【２０１７版】 

谷川 雅彦（(一社)部落解放・人権研究所所長）、広野 ゆい（DDAC(発達障害をもつ大人の会)代表）、木原 早智子

（コスモス成年後見サポートセンター大阪府支部支部長）、丹羽 雅雄（弁護士）、家根谷 敦子（明石市議会議員）、北口 

末広(近畿大学人権問題研究所主任教授)、桑子 博行（違法情報等対応連絡会主査）、五石 敬路（大阪市立大学大学

院創造都市研究科准教授）、林 学（大阪朝鮮学園総務部長・学園保護者）、川崎 哲（核兵器廃絶国際キャンペーン

(ICAN)国際運営員）、熊谷 晋一郎（東京大学先端科学技術研究センター准教授）、石橋 学（神奈川新聞デジタル編

集委員）、片岡 明幸（部落解放同盟中央執行副委員長） 

【２０１６版】 

打浪 文子（淑徳大学短期大学部こども学科准教授）、宗田 勝也（ラジオ番組「難民ナウ！」代表）、山﨑 鈴子・中田 理

惠子（部落解放同盟中央女性運動部）、伊藤 健（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任講師）、伊賀 公一（カ

ラーユニバーサルデザイン機構副理事長）、松村 元樹（反差別・人権研究所みえ調査・研究員）、阿部 ユポ（北海道アイ

ヌ協会副理事長）、高橋 宗瑠（ビジネス・人権資料センター日本代表）、菅原 絵美（大阪経済法科大学国際学部准教

授）、田中 文子（子ども情報研究センター理事）、金 尚均（龍谷大学法科大学院教授）、山口 壯（衆議院議員、自由民

主党「部落問題に関する小委員会」委員長）、三上 智恵（ジャーナリスト、映画監督） 

【２０１５版】 

尾上 浩二（DPI(障害者ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ)日本会議副議長）、山田 治彦（弁護士）、早崎 直美（RINK(すべての外国人労働

者とその家族の人権を守る関西ﾈｯﾄﾜｰｸ)事務局長）、松元 剛（琉球新報編集局次長、論説委員）、辻田 梨紗（officeド

ーナツトーク共同代表）、澤野 宏和（滋賀県総合政策部人権施策推進課）、塩安 九十九（新設 Cチーム企画）、塚田 

眞弘（新潟県立環境と人権のふれあい館(新潟水俣病資料館)館長）、宣 元錫（中央大学兼任講師）、桜井 勝延（福島

県南相馬市長）、森 実（大阪教育大学教授）、金 時鐘（詩人） 


